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1 はじめに 

本発表では，日英母語話者による英単語発

話を収録したMR画像に基づき，非強勢音節

に現れる母音を対象として，両者における舌

位置の相違および特徴を検討する。 

英語は強勢を有する母音と，それ以外の母

音の音色が大きく異なることが知られている。

後者は「弱化母音 (reduced vowel)」と呼ばれ，

本来の舌位置よりも中舌化するとされる [1]。

これらの相違は英語の強勢拍リズムとなって

現れるため，強勢母音だけでなく弱化母音も

また英語らしい発音の実現に大きな影響を与

えている [2]。一方，日本語では各モーラが

等時性を持ち音色が変化しないため，弱化母

音を習得することが困難であるとされる。 

多くの先行研究によって弱化母音の F1 と

F2が測定され，その音響的特徴が明らかにさ

れているものの [2, 3]，調音的実態は未だ母

語話者の内省による記述に留まる [4]。 

 

2 材料と方法 

2.1 被験者および分析対象発話 

被験者は，日本語母語話者（JN）の男女 2

名（以下：Jm, Jf），英語母語話者（EN）の男

女 2名（以下：Em, Ef）である。 

Jm 50代 東京方言話者 

Jf 20代 東京方言話者 

Em 30代 米英語話者（中西部） 

Ef 50代 米英語話者（太平洋岸北部） 

分析対象発話は，2 音節からなる英単語

“about”“basket”“pitcher”“every”の 4語で

ある。これらの弱化母音および比較対象とし

て強勢母音を分析対象とする。撮像に際し，

日本語母語話者には自分の英語発音を内省し

たうえで，「無理に上手に発音しようとせず，

最も楽な発音」で発音するよう教示した。 

 

2.2 MRI撮像および撮像パラメータ 

MRI装置は，ATR-Promotions 脳活動イメー

ジングセンタに設置されている島津 Marconi

社製MAGNEX ECLIPSE 1.5T Power Drive 250

を用いた。 

撮像パラメータは，TE = 3 ms，TR = 1150 ms，

スライス厚 4 mm，ピクセル数 256×256，解

像度 1×1 mmで，発話動機撮像法 [5]により

行った。発話繰り返し回数 192 回の条件のも

と正中矢状断面画像を記録し，60 fps の動画

を構成した。 

2.3 分析方法 

 動画から対象画像を目視により抽出した後，

舌背－硬口蓋間（DT - HP），舌根－咽頭後壁

間（RT - PW）の距離を計測した。描画ソフ

トにより対象の輪郭をトレースした後，最狭

部における距離を抽出した（Fig. 1）。 

 

Fig. 1 Examples of measuring results of narrow- 

est distance between (a) dorsum of tongue (DT) 

and hard palate (HP) and (b) root of tongue (RT) 

and pharyngeal wall (PW). 

 

3 結果と考察 

 計測結果を以下に示す。Sは強勢母音を，R

は弱化母音を表す。 

(a) 

(b) 

- 315 -

2-2-17

日本音響学会講演論文集 2012年9月



Table 1 Narrowest distances between dorsum of 

tongue (DT) and hard palate (HP) during 

production of stressed (S) / reduced (R) vowel. 

DT - HP Ef Em Jf Jm 

about_S 9 17.1 10 9.2 

about_R 8.9 8.1 9 7.6 

basket_S 8.5 10.8 8.9 6.7 

basket_R 4.2 3.2 5 3.6 

every_S 6.4 8.9 6 5 

every_R 6.1 2.2 2 2 

pitcher_S 2 5 2.2 2.8 

pitcher_R 2 4.1 11.3 5.8 

mean_R 5.3 4.4 6.8 4.8 

SD_R 2.9 2.6 4.1 2.5 

 

Table 2 Narrowest distances between root of 

tongue (RT) and pharyngeal wall (PW) during 

production of stressed (S) / reduced (R) vowel. 

RT - PW Ef Em Jf Jm 

about_S 3 5 11 5 

about_R 4 10 10 7 

basket_S 6.7 9 10 10 

basket_R 7 9 15 13 

every_S 8 14 13 12 

every_R 5 11 16 17 

pitcher_S 11 17 18 18 

pitcher_R 7 11.2 9 11 

mean_R 5.8 10.3 12.5 12 

SD_R 1.5 1 3.5 4.2 

 

Table 1, 2 から，弱化母音発話時における

DT - HPは ENと JNの間で SDにあまり差が

観られない。一方，RT - PW では，ENで SD

が小さく安定しているが，JNでは値が大きい。

このことから，弱化母音時における舌背は周

囲の音素環境によって調音結合の影響を受け

やすいが，舌根は安定し影響を受けにくいこ

とが示唆される。 

 また，“basket”“every”の強勢母音から弱

化母音にかけて，JNでは舌根が大きく前進し

ているが，EN ではそのような動きがみられ

ない。これは，日本語音素体系の中で弱化母

音に与えられる音素が無意識的に影響してい

ると考えられる。上記 2語は原語の弱化母音

が日本語音素/e/と/i/に対応しているため，こ

れにより舌根部が前進したと考えられる。

“about”“pitcher”では弱化母音が日本語音素

/a/に対応し，強勢母音も/a/と/i/であるため，

顕著な前進が現れていない。 

近藤 [2]では日英母語話者による曖昧母音

のフォルマントを測定しており，EN では F1

が狭い範囲に分布し，日本人英語の特徴が残

る JN では広い範囲にばらつくことを明らか

にしている。この結果は本研究の RT - PW の

測定結果と一致し，ENにみられる F1の安定

性は舌根部における狭めの安定性を反映して

いることが示唆される。また，米英語におけ

る語末“-er”は[ɚ]であり，r 音化した[ə]とし

て[ə]と非常に似た音質であることが指摘さ

れている [1]。これも ENの“about”“basket”

“pitcher”において弱化母音の RT - PW 測定

結果が類似することと一致する。DT - HPで

はこのような類似が見られないため，弱化母

音調音の特徴は舌根部に現れると考えられる。 

 

4 おわりに 

 本研究では，日英母語話者による英単語発

話を撮像したMR画像を用い，弱化母音調音

の特徴および母語話者間による相違を観察し

た。その結果，舌背は EN/JN共に調音結合に

よる影響が大きいものの，舌根は EN におい

て比較的安定していることが明らかになった。

また，JNにおける舌根の非安定性は，弱化母

音を（意識的/無意識的に）母語の音素で補う

ためであることが示唆される。 

 今回の実験では 4 話者 4 単語しか比較でき

ていないため，さらに多くのデータを集める

必要がある。また，音響データと併せた分析

も行う必要がある。 
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